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Mechanical properties of maleic anhydride-vinylacetate copolymer were me-
asured by an Instron-type machine. The resu1ts are as follows. 
(1) Both tensi1e strength and strain at break are independent of the molecular 
weight. (2) Addition of plasticizeFes to copolymer improves tensi1e strength， 
but does not give a markted inf1uence on the strain at break. (3) Elongation 
treatment of copolymer at 120-140oC improves tensi1e strength. (4) Both 
tensi1e strength and strain at break are dependent on the rate of strain at 
room temperature. Tensi1e strength decreases as the rate of strain increases. 
Strain at break， however， increaes with increase in the rate of strain. These 
phenomena are related to the stress concentration and to the viscoelastic 
behavior of copolymer. 
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1 緒 雷 液重合では高分子量の共重合体が得られないので塊状
重合を行なった。等モルの無水マレイン酸と酢酸ピユ
ルにアゾピスイソブチロニトリルを0.1--0.2%加え窒
素置換した封管中で、400Cで10--20時間重合させた。
反応物をアセトンに溶かしエーテル中に注入して共重
合体を沈殿させエーテルで・洗糠して減圧乾燥した。
われわれはさきに。無水マレイン酸ー酢酸ピニル共
重合体の未分別試料について強伸度を測定し，室温で
は伸びが小さくもろい固体であるが，水と加熱して共
重合体中にラクトン環が生成すると強度は増大するこ
とを見出した。
本報においては共重合体を分別し，強伸度におよぼ
す分子量，引張速度および可塑剤の影響などを検討し
Tこo
2 実験方法
2 -1 誤 料
次に未分別試料の 1%アセトン溶液を作りこれに石
油エーテノレを滴下して逐次分別を行ない (300C)10 
区分の試料を得た。
次に分別試料を水とピリジンの 1対1混合溶液にと
かしフェノールフタレンを指示薬として 0.5NKOH
で、滴定して酸価を求めたへ これより算出された共重
合体の組成比(無水マレイン酸対酢ピニルモル比〉を
精製した等モルの無水マレイン酸と酢酸ピニルを約 表1に示す。
5""'6倍量のベンゼンにとかしアゾピスイソブチロニ 次にアセトンあるいはテトラヒドロフランを溶媒と
トリルを開始剤として 700Cで2.5"'"3時間反応させ して 300Cで極限粕度を求めた。粘度計はウベローデ
た。ゲル状生成物よりベンゼンを除きベンゼンで充分 希釈型である。次式ωを用いて算出された数平均分子
洗糠したのち減圧乾燥して未分別試料を得た。次に溶 量を表1に示すo
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時間 sec
応力と時間との関係
~O 状
区分 数平均分
子量
XlO-4 
?
〔η〕
300C 
100ml!g 
の
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市ヰ試表 1
酸価
αz 
ω 
'1-0 
20 
図1
? ?
?
??
1 : 1.2 0.598 18.0 
1 :1.2 0.407 15.0 
1 : 1.2 0.293 10.0 
1 :1.2 0.222 5.0 
1 : 1.07 1.045 32.4 
1 : 1.08 1.000 30.4 
1 :1.07 0.865 24.4 
1 : 1.06 0.660 17.5 
1 :1.05 0.545 13.6 
1 : 1.1 3.75 91. 8 
1:1.1 3.79 90.4 
S試料の〔η〕はアセトン， B試料はテトラヒド
ロフランを溶媒として測定した。ただしB6お
よびB7はアセトンを用う。
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〔ηJ= 9.32X 10-6Mo.94 (アセトン300C)
〔ηJ= 7.17 X lO-I>Mo・76
(テトラヒドロフラン300C)
強伸度測定はフィルムで行なった。約10---20%のア
セト γ溶液を作りこれをガラス板上に注入してガラス
棒で一定の厚さに調整したのち密閉容器に入れ徐々に
アセトンを除去する。適当な乾燥条件下ではフィルム
が容易に形成されガラス板よりはがれるo これを長さ
3 --5 cm，巾1cmに切断し恒量になるまで室温で減圧
乾燥した。厚さは0.05---0.111で、ある。
強伸度測定は島津製オートグラフ P100を用い温度
20土20C，湿度50士5%で行ない，ひずみ速度は0.033
---0.833 sec-1である。試料のつかみ器具聞の間隔は
1 cmであるo
強伸度とひずみ速度
82およびB3の試料を用いひずみ速度を変えて強
伸度を測定した。結果を表 3に示す。強度とひずみ速
度 (uo)との関係を図4に，伸度とひずみ速度との関
係を図5に示す。強度はあるひずみ速度を越すと急激
3-2 
法方験実2・2
30 
制 20
富豪 /0 
渓
120 タo 60 gO 
強度 kg/cm2
8 1ひずみ速度 0.5 sec-1 
/00 20 
果結験実3 
応力と時間との問には図 1に示すように比例関係が
破断時まで成立し見かけ上弾性体と
みなされる。
次に各区分のフイノレム30---50個に
つき同一条件〈ひずみ速度0.5sec-1)
で、強伸度を測定した。強度は破断時
の力を元の断面積で割ってあらわ
し，仲度は破断時のひずみをパーセ
ントであらわした。強度のばらつき
の一例を図2に示すo伸度は小さく
強度の頻度分布図2
試料強伸度と分子量3・1
6.0 loglo Mn 5.5 
強度と分子量との関係
5.0 
図3
1.5 
表 2 強伸度と分子量
区分 強 度 伸 度
kg/cm2 % 
S 1 73.0士1.8 4.8 
S2 71.1士2.2 4.8 
S3 61.6土2.5 4.5 
S4 50.3土2.5 5.7 
B1 61.2土3.0 4.9 
B2 74.6土2.9 5.1 
B3 73.7士3.3 5.5 
B4 60.7土2.6 4.5 
B5 57.5土3.2 4.0 
B6 96.5土3.5 4.3 
ひずみ速度 0.5sec-1 
表 3 強伸度とひずみ速度
ひずseみc-速1度強 度S2伸%度強 度B3伸%度
kg/cm2 ~ kg/cm2 
向
匂4
ぎ
0.033 
0.083 
0.166 
0.333 
0.500 
0.833 
2.5 
366.1士12.5
332.9士14.1
189.1土14.6
71.1土2.2
。
2.7 317.8土8.4 1.9 
3.3 313.7土9.2 2.9 
3.6 278.9土7.3 3.6 
153.7土4.3 4.5 
4.8 90.8士3.0 5.0 
53.5士7.8 7.8 
. 2.0 
んf
んー0
lOg10 UO 
OI=P S 2 D.印 B3
図4 強度ひじみ速度
O 
に減少するのに対して伸度はひずみ速度とともに増大
する。それらの関係は次の実験式で示される。
IB伐Uo-1 ・H ・.(2)
εBOくUOO.34 -・・・・・・・但)
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図5 伸度とひずみ速度
ここに eBは仲度であり， (2)は強度の減少する場合
である O
3・3 可塑剤の影響
可塑剤としてトリクレシルフォスフェート (TCP
と略す)，ジー (2ー エチルヘキ、ンル〉フタレート (DO
P)，ジブチルフタレート (DBP)，ジメチルフタレ
トー (D乱1P)，ジエチルマロネート (DE乱の，ジエ
チルスクシネート (DES)，ジエチルアジベート(D
EA)を，ポリマーとしてB7の未分別物を用いた。
強仲度を表4に示す。ここにひずみ速度は0.5sec-1で、
表 4 強伸度と可韮剤
可4剤 添w加t~量 強 度 仲%度kg/cm2 
なし O 96.5土3.5 4.3 
TCP 14.7 97.0土2.6 4.4 
31.8 79.4土3.8 4.1 
DMP 15.2 97.5土3.7 4.2 
32.0 69.2士2.2 3.8 
DBP 15.6 102.1士3.0 4.3 
DOP 5.3 105.8土2.3 4.7 
10.2 109.8土2.9 4.9 
15.0 115.3土4.2 4.8 
20.0 93.8:r4.2 4.5 
26.4 76.0土2.2 4.5 
DE乱f 7.0 104.6土2.1 4.7 
DES 9.0 98.2土2.8 4.3 
DEA 13.4 85.9土1.8 4.3 
ひずみ速度 0.5 sec-1 試料B7
ある。強度について可塑剤量に最適濃度がありそれを
越すと強度は減少する O 伸度は 5~前後で可塑剤の種
類，濃度に余り影響されなし、。 DOP，DBP， DE 
Mでは添加により強度が増すが他の可塑剤では効果が
ない。これは可塑剤の共重合体に対する相溶性が良く
ないためと思われるo TCP， DOPでは 5~以上，
DBPでは30~以上， DMPでは40~以上添加すると
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フィルム表面に可塑剤の濠II:lすることがみとめられ
るO 上記の可塑斉IJではもろさは改善されないのでこの
点は再検討する必要があるものと思われる。
3・4 強伸度と延伸処理
B~ より得たフィルムを 120~1400 C に力|市h して延
伸した。フ ィ ルムははじめ透明であるが20~30%延伸
すると白濁する。延伸率とともに不透明度がますが，
200 %以上延伸すると切断するO またB7の試料にD
MPを30%添力1したフィルムを延仲したが未添加フィ
ルムと同様30%延伸より白洩し200%以上で切断する。
前名の80%延{IIフィルム，後J将?の 2却O∞0%延イや仲"巾|ドlフイルム
のX線回折(像象を訓抑洲|リl定したカが:礼し、づ
で.ある。 延イ13処l[と強制1度との関係を表5に示す。
強度は延イI-~I倍率とともに明大するがや 1 1度は余り変らな
L 、。
京5 延イ1¥'処1l!Iと強仲度
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(1400C) 
ひずみ速度 0.033sec-1 
3・5 切欠き効果
前述の立11くひずみ速度が限界仙を越すと強度はひず
み速度とともに減少しNl度が附加する。フィルムの切
|析はフイノレム|円|記部近傍より生ずる場合が}E倒的に多
L 、。 したがって /'.，iGのJL象は試料つかみi.部分の応力集
'1のが;民ー と考えられる。そこでDBPを20%添加した
フィルムについてその一端に切欠きを安全カ ミソリメj
で引長方向にほほ垂1'(に人れ，強イ1'度に対するひずみ
速度の影科を検oi、lした。
切断片を51Tに拡大 して校写したのが|叫 6である O
8 
写真 1 元の切欠き (42倍〉
喝
D C B ¥ A 
~ 一一 一、 ~~ ~司、-
， . 
. 
‘ . 
写真2 切断片 (42倍〉
ABが切欠きで訓日は引張方向に直角に進行しD点で
校分れする。ひずみ速度を附しても;判目模様は類似し
ているが，飛放する細川 がー多くなる。AD部分の顕微
鏡写真 (42倍〉を写真 1および写真2に示すo写真1
は元の切欠きで先端附近に多数の細い鋭いクラックが
派生しているo ABが刃の入ったところ，BCが走っ
たクラ ックである O これを切断すると写真2に示す如
く;刊日はi)1張力1i]にuJ:fjIこ;1UJ~ し D点より枝分れす
る。CDI¥1はQq凸のないrl'jらかな面であるが，D以下
では[Iq(llffii となる 。 BC II~lは J;.9:\， 、が不規則な場合が多
L 、。ひずみ辿皮を刑してもAD聞の模様は類似してい
るO
いま写真 2のABを切欠きの長さ Coとしtj虫度 fBと
の関係を求めると|ぎ17の如くなるo ここにCoとして試
料l'lに対するパーセン トであらわした。ばらつきがあ
るが強度はCoが長くなると減少する。
次に-!;IJ欠きの長さを一定にするこ
とは困難であるので切欠きの長さ 3
~ 6 %のフィルムを選らび強伸度を
測定して切欠きなしの場合と比較し
た。(表6) 強度の平均値とひずみ
速度との関係を図 8に，付l度の平均
値とひずみ速度との関係を図9に示
す。これより得られた実験式は次の
如くであるD
tl) 
努← -→モー
????↓?
(1) ひずみ速度0.083sec-1 (2) ひず、み辿度0.5sec-[
|量6 割目模様
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DBP20%含むフィルム
伸度とひずみ速度(切欠き効果)
-0.5" 
@ 
1.S 
IBxuo-1・o(切欠きなしあり〉 ………(4) 
eBx uoO•50 (切欠きなL，あり〉 ………(5) 
これより切欠きをつけることにより切欠きなしの場合
と同ーの現象が再現される。したがってひずみ速度に
よる強伸度の変化は応力の集中が関係しているとみら
れる。
次に写真2の直線部分BD=Cとして強度と c/coと
の関係を求めた。これを図10に示す。ぱらつきがある
が強度は c/COとともに増加の傾向を示す。 cとCoと
の関係を図 11に示すがぱらつきが大きく結論を得な
図 9
0印O.斗 0.6
lOg10 Co 
0印 0.033sec-1 .印 0.166sec-l
×印 0.333sec-1 ()印 0.50sec-1 
図7 強度と切欠きとの関係
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表 6
伸度
% 
0.033 
0.083 
0.166 
0.333 
0.500 
0.833 
3.4 
4.5 
5.3 
290.9土6.4
296.0士8.8
270.3土7.2
162.0士5.2
101.6土2.3
57.5土2.3
?
??
??
??
??
?
260.7土8.3
267.5士7.4
246.2土7.3
141.5士5.6
79.8土5.5
45.7士2.6
.、〆4;0
.Jタ〈布、
2.6ト
試料B6
1ー.0
loglo Uo 
切欠きなし ム印切欠き (3~ 6 %) 
DBP20%含むフィルム
20%を含むフィルムD.B.P 
x x 
2.斗ト
Q:) 
'-H 
<> 
bO 2.0 
o '圃・4
0.% 
ムーー
0.6 Q.之 0.4
loglo c/co 
0印 0.033sec-1
×印 0.333sec-1
ム
o -0.2 O 
1.6 
.印 O.166sec-1
()~D 0.50 sec-1 
強度と c/COとの関係
ひずみ速度
図10強度とひずみ速度(切欠き効果〉図8
。印
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c/coとひずみ辿度との関係
0.1 O 
写真6
αB 
0.6 
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次に c/coとひずみ辿度との関係を悶 12に示すがぱ
らつきが大きく定吐的関係は9.1[¥せなL、。しかし平均
値をとると|刈 13に示すように c/coはひずみ辿度とと
もに減少する傾向があるがその影響は平等しくなし、。
次に切欠き試料に切断に到らぬ外力を加え一定ひず
みの下で応))の緩和およびクラックの変化を測定し
た。応力緩和を|苅14に，クラ ックの変化を写真(42倍〉
3--写n6に示す。写真3および写真5は元の切欠き
0.2 
-1.0 ・0.5"
loglo UO UO : sec-1 
c/Ccとひずみ速度との関係
一1.，
凶13
であり写真4は図14(1)の応力緩和を生じた切欠き，写
真6は図14(2)の応力緩和を生じた切欠きである。これ
より切断に到らぬ外力を与えると切欠き先端附近に先
在している鋭L、細し、クラ ックよりクラックが進行を開
始しており応力緩和が生ずる。応力緩和が大きいとク元の切欠き (42倍〉
.: 世
写点 3
-
ー
1.0 
O.S 
。
一ー一一一一一一一o一一一一(/) 。
¥¥¥¥ n 
斗4
¥¥ ~-一一一一内一
刷 0.6
0.4 
O 1.0 2.0 3.0 
loglo t t: sec 
(1) 写真4 (2) 写真6
1X14 応力緩和
ラックの長さが長くなるとともに切欠き先端が開L、て
くるo¥.、ずれもクラ ックは引張方向に直面に進行する。
次にこれらの試料を切断すると(ひずみ速度 0.033
sec-1)表 7に示すように強度は余り変らなし、。このこ
表 7 応力緩和と強度
図14より
強度
kg/cm2 
(1) 
(2) 
応カ緩和なし
310.2 
341.3 
347.0 
DBP 20%フィルム 試料B6
とは先行クラ ックによって強度が必ずしも決定される
のではなくて切欠きの進行によることを示しているO
切断片を写真 7および写真8に示すが先行クラックの
長い程jI'(線部分が長くなる傾向にある。
ーシイヱ
" ‘. 
写真 7 写真4の切断n(42倍〉
一司一一一
写真8 写真6の切断片 (42倍〉
なお試料がもろいため切欠きには多数のクラックが
派生し，外力によってそれらは互に作用 し合うため切
断に到るクラックの進行開始状況が複雑となってい
165 
るO この点は再検討を要するものと思われるO
4考察
ポリメタクリル酸メチルのようなかたい高分子
の強度は一般にひずみ速度の増加とともに増大
し，仲度は減少することがり:11られている九無水
マレイン酸一酢酸ビニル共重合休はもろく ，応力
とひずみとの関係はポリメタクリル酸メチル，ポ
リスチレンなとに類似しているO しかるに共重合
体の強仲度はひずみ速度が限界値以下ではひずみ速度
によって余り変化しないが，限界値を越すと強度はひ
ずみ速度とともに減少し，伸度は増加する。このよう
にひずみ速度 (Uo)が強伸度に関係することは1/uoに
相当する時間が現象に関することをあらわし粘抑性変
形を考えねばならなし、。さらにこの現象が切欠き試料
でrlT刻されることより応力集中が到象に深い関係があ
るものと思われるo
一定のひずみ速度 (Uo)で試料を引張ると弾性体お
よひ:Voigt体で、は応力(f )の立ち上 りdf/dtはEuoと
なり，Uoとともに増加する O ここにEはヤング、率であ
る。Maxwell体では粘性抵抗のため df/dtはEuuより
小さくなるが，Uoとともに増加する。そこで共重合休
は Maxwell体に類似の挙動をし，ひずみ速度が大に
なると粘性抵抗が著しく増大して df/dtが小さくなる
と仮定して次のようにおく O
f =ku ・Uo・h(uo)t ………(6)
h(uo)が Uoの減少関数とすると，df/dtはUoとともに
増大し極大を経て減少するようになるO
~.O 
6.0 
ε4.0 
2.0 
O 0.2 0.4 0.6 0$ 
t sec 
ひずみ速度 《印 O.167sec-1 .印 0.333sec-1
0印 0.50sec-1 ()印 0.833sec-1
図15 fと時間との関係
o>P>nであればひずみ速度とともに強度は増大
するが伸度は減少する。 nが負であるので試料の挙動
は Maxwell的でなくなり，その上ひずみ速度ともに
応力集中が生じ難くかっ弾性エネルギーも少なくなる
場合であるo n>p>oであればひずみ速度とともに
強度が減少し仲度が増加する。これは実験結果に対応
する。 p>o，p>nであればひずみ速度とともに強
伸度は減少する。ひずみ速度とともに応力集中が著し
く大きくなるが弾性エネルギーは少なくなる場合であ
るo n=P=oでは強伸度はひずみ速度の影響をうけ
ない。限界速度以下の場合がこれに近いと思われる。
そこで実験結果の(4)および(5)式を適用すると p=
1， n=3/2となる O この値を用いると(6)(7)および
(1日式は次のようになる。
f =kok2・UO-~ • t 
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そこでDBPを20%添加したフィルムについて fと
t (時間)との関係を測定すると図15の如くなる O 限
界速度 (0.166sec-1)以上では df/dtはひずみ速度と
ともに減少し(6)式を定性的にあらわしている。ここに
限界速度以下では伸びが小さくて正確な f"-'t関係を
求め得なかったので除外したO したがって共重合体は
(6)式の如き挙動をするものと思われる。
し、ま外力を fとすると切欠き先端には f暑の応力が
生じ fとの聞に次の関係があるとする。
f骨=qf …・(7)
qは切欠きの長さ co， その曲率半径 roおよびひずみ
速度に関係するものとするO
MJJF-uf 
戸によって切欠き先端の単位体積あたりなされた仕事
をw暑とし，ひずみ速度はUoに等しいとすると(6)"-'(8)
式よりw汽土次のようになる。
.....・ (8)
? ， ???
?
• • • • • • • • ?
q =qo・Uo
WR骨 fc制・u3【一一一
日 2kok2qo
図13より df/dtを算出し df/dtとひずみ速度との関
係を求めるに図16の如くなる O これより次の実験式が
-・・・ (18)
-・・・・ (19)
-・・・・ (9)koq w 一一五0_・UOp+2・h(uo)・t2
O 
o.斗
? 】 ? ? ? ?
? ?
????• 
斗
ー0.8 -0.6 -0.4 ・0.2
lOg10 Uo Uo : sec-1 
df/dtとひずみ速度との関係
0.0ト
-0.2 
??
??
? ?
• • • • • • • • ?
?? ??
• • • • • • • • ?
得られるD
旦土αHパ・70
dt 
(17，式と側式とを比較すると一致は良くないが実験結
果は定性的に満足されていると思われるo
以上の如く試料が Maxwell的に挙動しひずみ速度
とともに応力の集中および弾性エネルギーが増加する
とすると，実験結果の傾向は定性的に説明される。し
かし上記の取扱いには多くの仮定が含まれており，と
くに限界速度の存在とその物理的意味については結論
を得なし、。この点はさらに検討を要するものと思われ
るO
-・・・・ (20)
図16
???????• • • • • • ?
-・・・(14)
??
?
?
• • • • • • • • ?
ここに ko，kh Pは定数で， qo = kIl/ co/roである O
切断は集中応力(f町が凝集力(fc勺に達したと
き生じ，そのときまで経過した時間が切断時間 (tB)
とすると tBは次式の如くなる O
tR= _fc録・ Unー 〈訓+・ h一一一 Hkoqo 一
伸度を eBとすると εBは(1ω式を用いて次のようにあ
らわされる O
ε0・ fc普 A 判 hB=UO • lB=一一一一一 Un-l' ・ n 
kogo 
(6)および(10)式より強度は次の如くなる O
Z 骨
fB=三三一・ Uo-p
qo 
h(uo)の関数形として次式を仮定する。
h(uo) =k2・Uo叫
ここにk2，nは定数であるO
(13)式を用いると次に示す結果が得られる。
Z 骨
tB=一一三竺一一一・ Uo叫-p-l
ko・k2qo
eR= _ fc普・ 110何十一…
kokzqo 
WB骨 fC*2 ・Unn-p一一一 A2kokzqo リ
??
』
?
?
• • • • • • • • ?
間 (14)(15) (1日より o>p， n>pであればひずみ速
度とともに強伸度は増加するo WB普がiJii性エネルギー
に比例するとすると，この場合はひずみ速度とともに
弾性エネルギーは増加するが，応力集中は生じ難くな
る (p負)。
前述の如く切欠き先端には多数のクラックが派生し
ているo外力が与えられると長さが長くかっ鋭いクラ
ック程すなわち qoの大きいクラック程その先端に生
ずる集中応力が大となるo集中応力が分子間力に打ち
勝つようになると qoの大きいクラックより時間的に
順次進行が開始される。クラックの自動的進行は蓄積
された弾性エネルギーの放出によるとみられるの
でペ弾性エネルギーの大きい程進行速度は大となるo
WB*は弾性エネルギーに比例すると考えられるので，
WB*の大きい程進行速度は大となるo
qoが大であると(1日式から予想されるようにw♂はか
えって小さくなるo このため進行速度がおそくなるo
その上クラック進行に伴ない応力緩和が起れば進行速
度は減速される O すなわち qoの大きい程時間的に早
く進行を開始するが，その速度は小さくなるo割目模
様の枝分れ点までの直線部分が，これに相当している
と思われるo これに対して曲率半径の大きい切欠きは
qoが小さいため集中応力が撰集力に達するのに時間が
かかるが，その聞に蓄積された弾性エネルギーは大と
なって割目の進行速度が大となる。したがって試料の
切断は後者によるものと考えられる。切断片を観察す
ると派生クラックより切断に到る場合は少なし切欠
きより出発した割目が不規則な経路をたどって先行ク
ラックに合流している場合が多L、。写真2のBC聞が
不規則であるo また切断に到らぬ外力を加えると先在
クラックよりクラックの生長が生ずるO
生長のない試料と強度を比較すると両者に余り相違
はなし、。これらのことは長くて鋭いクラックによって
切断に到るクラックの進行が起り難いこと，すなわち
qoの大きいクラックには切断するのに充分な弾性エ
ネルギーが蓄積され難いことを示しているo さらに派
生クラックには qoの類似したクラックが接近して存
在しているoそれらの先端に生じた集中応力は互に打
ち消し合い外力に等しい応力状態となるo したがって
このような打消し効果が考えられるので派生クラック
の応力集中は小さくなりクラックの進行が起き難くな
るo
ひずみ速度が大きくなれば小さい場合にくらべてよ
り短時間で集中応力が凝集力に達する。その上WB*が
増大して進行速度が大となるo
割目模様は直線部分と枝分れ部分とに大別される。
一般に割目の進行速度がおそいときは割目は引張方向
に垂直に進行するが，音速に近づくと枝分れするとい
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われているへ したがって枝分れまでの直線部分はお
そい進行速度に，枝分れ以後は早い速度に対応してい
るo このため枝分れ点は進行速度のおそい先行クラッ
クに進行速度の早い切欠きよりの割目が追いついた点
とみられる。 qoの大きいクラックは短時間で進行を開
始するので割目模様の直線部分の長さCは切断時間に
対応していると考えられる。 (6)式より強度は切断時間
とともに増加することが予想されるが，これは強度が
Cとともに増加することと対応していると思われる。
ひずみ速度を増加すると弾性エネルギーが大となり
より短時間で先行クラックに追いつくようになる D す
なわちCが短かくなるO これは図12に示されているD
なお切欠きおよび派生クラックの qoとその分布は
試料ごとに異なるため測定値がぱらつく o このため定
量的な考察を行なうことは困難である。また切欠き先
端には粘性流動が生じているものと思われる。局部的
粘性流動とひずみ速度との関係は今後明らかにされね
tまならなし、。
5総括
上記の実験結果より次の事柄が明らかにされた口 (1)
共重合体の強伸度は分子量によって余り影響されな
L 、。白)共重合体は120---1400Cで約200%位延伸され，
延伸率とともに強度は増すが伸度は変らなし、。延伸し
ても非品質であるo(3)エステル系可塑剤を添加すると
強度は増加するが仲度は余り変らずもろさは改善され
ない。 (4)ひずみ速度による強伸度の変化は試料の粘弾
性変形と応力集中に原因するo
(昭和41年10月および昭和43年11月 高分子学会北
陸支部研究発表会発表〉
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